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績
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農
業
経
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収
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保
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彰

農
業
共
済
団
体
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永
年
勤
続
者
表
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家
畜
多
頭
飼
養
優
良
畜
産

農
家
表
彰

議案第１号

議案第2号
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議案第4号
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議案第8号
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総
代
数　
　

２
０
８
名

本
人
出
席　
　
６
０
名

書
面
出
席　

１
４
５
名

出
席
者
合
計
２
０
５
名

本
組
合
の
第
11
回
通
常
総
代
会
が
５
月

28
日
、
郡
山
市
の
「
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く

し
ま
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

矢
部
玄
幸
組
合
長
が
「
収
入
保
険
の
加
入

実
績
が
４
，
１
７
７
経
営
体
と
な
り
全
国
第

４
位
の
成
績
で
し
た
。
県
内
で
は
、
４
月
か

ら
７
月
に
か
け
て
の
高
温
少
雨
、
局
地
的
な

降
雨
に
よ
り
、
農
作
物
の
品
質
低
下
や
減
収

な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
今
年
で
４

年
目
と
な
る
『
未
来
へ
つ
な
ぐ
サ
ポ
ー
ト
運

動
』
を
着
実
に
展
開
し
、
農
業
保
険
の
総
合

性
と
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
を
踏
ま
え
た
加

入
推
進
を
図
り
、
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

無
保
険
者
を
出
さ
ぬ
よ
う
目
標
達
成
に
向

け
取
組
を
強
化
し
て
参
り
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

議
長
に
は
田
村
市
の
白
石
利
夫
総
代
が

選
任
さ
れ
、
令
和
７
年
度
の
事
業
報
告
な
ど

全
９
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
議
事
に
先
立
ち
、
各
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

受
賞
者
は
Ｐ
２
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

通常総代会に提出され可決承認された議案

福島県農業共済組合定款の一部変更について
事務所の移転並びに廃止に伴う規定の一部変更
「農業共済組合模範定款例」の改正に伴う規定の一部変更

福島県農業共済組合事業規程の一部変更について
家畜共済における牛の胎児の生育程度の変更

役員、顧問、損害評価会委員、
損害評価員及び共済部長報酬額の
決定について
総額８２，５９１千円以内

令和７年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益計
算書、剰余金処分案及び不足金処理案の承認について
【Ｐ３～４参照】

特別積立金の取崩し承認について
５，７３７千円以内
（損害防止費用に充てるため）

令和８年度事業計画及び収支予算の決定について
【Ｐ３～４参照】

令和８年度事務費賦課金の賦課額及び賦課徴収方法の
決定について
９６５，９７３千円

借入金最高限度額及び借入条件の
決定について
最高限度額５０億円

損害評価会委員の解任及び
選任について
損害評価会　審議委員１８名
損害評価会　調査委員２６名

第
11
回

通
常
総
代
会 

開
催

特 集

表彰者
名　簿
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受取補助金
1,039,137

人件費
1,893,891

賦課金
241,951受託収入

134,144

旅費交通費
8,334

事務費
92,664

業務費
123,825

普及推進費
81,796

施設費
178,450

損害評価費
21,559

損害防止費
8,027

諸税負担金
35,792
その他
83,990

受取利息
202,969

事業勘定受入
729,759

その他
180,368

収 入
2,528,328
単位：千円

支 出
2,528,328
単位：千円

令和８年度 業務収支予算

14億3,028万円
1 兆 1,257 億円

1兆1,008億円

農 作 物 共 済 令和７年度実績 令和８年度計画

水稲
引 受 2,737,485 a 2,720,297 a
共 済 金 額 20,797,643 千円 28,086,680 千円
支払共済金 21,702 千円 ――

麦
引 受 5,366 a 5,480 a
共 済 金 額 3,456 千円 3,540 千円
支払共済金 0 千円 ――

〇水稲では、4 月から 7 月までの高温少雨により移植期から出穂期まで水位が乏しい状態が続き植付不能や生育不良が発生し、
　減収する被害が発生した。
　県内全域でイノシシ、シカ、サル及びクマによる踏み荒らしによる倒伏や穂の食害が発生した。局地的な強い降雨により倒伏、
　穂発芽、稔実不良が発生した。

果 樹 共 済 令和７年度実績 令和８年度計画

りんご
引 受 7,476 a 8,130 a
共 済 金 額 143,448 千円 141,708 千円
支払共済金 1,001 千円 ――

ぶどう
引 受 333 a 420 a
共 済 金 額 18,928 千円 21,276 千円
支払共済金 700 千円 ――

な　し
引 受 8,133 a 6,994 a
共 済 金 額 231,354 千円 177,641 千円
支払共済金 490 千円 ――

も　も
引 受 11,435 a 14,750 a
共 済 金 額 581,141 千円 554,004 千円
支払共済金 3,546 千円 ――

か　き
引 受 354 a 383 a
共 済 金 額 3,321 千円 3,637 千円
支払共済金 0 千円 ――

○りんご・ぶどうで雨害湿潤害、なし・ももで干害、虫害が発生した。かきは無被害だった。

畑 作 物 共 済 令和７年度実績 令和８年度計画

大　豆
引 受 20,313 a 18,850 a
共 済 金 額 31,566 千円 26,911 千円
支払共済金 30 千円 ――

そ　ば
引 受 9,909 a 12,010 a
共 済 金 額 17,791 千円 24,176 千円
支払共済金 0 千円 ――

○大豆で高温少雨の影響で着莢数の減少、不稔や未熟粒が発生し減収となった。

家 畜 共 済 令和７年度実績 令和８年度計画

牛・豚・馬
引 受 98,880 頭 97,590 頭
共 済 金 額 15,017,398 千円 16,510,914 千円
支払共済金 540,748 千円 ――

○死廃事故（子牛・胎児の死亡事故が約半数）、病傷事故（繁殖障害が約半数）

園 芸 施 設 共 済 令和７年度実績 令和８年度計画

園芸施設
引 受 14,361 棟 15,104 棟
共 済 金 額 9,615,306 千円 9,878,111 千円
支払共済金 71,779 千円 ――

○急激に発達した低気圧の通過による風害、雪害が発生し、施設内農作物ではトマトに病害があった。
　風害で 400 棟 20,000 千円、雪害で 242 棟 48,059 千円となっている。

任 意 共 済 令和７年度実績 令和８年度計画

建　物
引 受 95,351 棟 95,955 棟
共 済 金 額 916,558,140 千円 932,606,937 千円
支払共済金 508,865 千円 ――

農機具
引 受 42,904 台 43,021 台
共 済 金 額 137,773,530 千円 137,600,319 千円
支払共済金 281,418 千円 ――

保管中
農産物
補償共済

引 受 46 口 51 口
共 済 金 額 46,000 千円 51,000 千円
支払共済金 ―― ――

○建物共済は、会津を中心とした大雪により被害棟数・支払共済金ともに増加（対前年 438 棟、131,695 万円増）した。
〇農機具共済は前年比事故台数 226 台減、支払共済金は 4,333 万円減少した。事故原因は接触事故が 64.4％を占めた。

収 入 保 険 令和７年度実績 令和８年度計画
引受件数・
補償金額 4,177 経営体・40,005,748 千円 4,200 経営体・39,632,981 千円

つなぎ資金
貸付額 	 12 件・ 22,550 千円 ――

支払保険金等 	 258 件・ 459,687 千円 ――

○主に高温による収量減少

事業実績

共 済 金 額

支払共済金

共 済 金 額

令和７年度 事業計画令和８年度

	

ひかりNOSAIふくしま 48号　34　ひかりNOSAIふくしま 48号



FAX 0244-43-2331

会津猪苗代カンダファーム／猪苗代町字横マクリ570-1 ブルーベリーファームいわき／いわき市平藤間中谷地 17-1
TEL 070-8587-3752

お問い合わせ

お問い合わせ お問い合わせ

　
飯
舘
村
の
高
野
笑
子
さ
ん
は
ご
夫
婦
で
米
や
ト
マ
ト
、菌
床
シ

イ
タ
ケ
の
栽
培
の
ほ
か
、
ウ
ズ
ラ
の
卵
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
育
て
て
い
る
ミ
ニ
ト
マ
ト
「
エ
コ
ス
イ
ー
ト
」
は
も
と
も
と
糖

度
が
高
い
品
種
。高
野
さ
ん
は
有
機
肥
料
な
ど
を
使
っ
て
土
壌
を

整
え
、さ
ら
に
甘
み
が
増
し
た
ト
マ
ト
を
栽
培
。
高
野
さ
ん
が
育

て
た
ト
マ
ト
は
、
苦
手
な
人
で
も
「
こ
の
ト
マ
ト
な
ら
食
べ
ら
れ

る
」
と
好
評
で
す
。

　
「
今
後
も
健
康
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
生
ま
れ
育
っ
た
飯
舘
で
、

夫
婦
仲
良
く
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
」と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
高
野
さ
ん
が
生
産
す
る
農
作
物
を
購
入
し
た
い
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

阿
武
隈
川
と
国
道
１
１
８
号
線
が
交
差
す
る
街
道
沿
い
に

ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
む
洋
食
店
「
レ
ス
ト
ラ
ン 

ボ
ン
・
マ
ル

シ
ェ
」。
店
名
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
安
価
で
質
が
良
い
市
場
、お

買
い
得
」
と
い
う
意
味
を
表
し
て
い
ま
す
。
店
主
の
鈴
木
さ
ん

は
「
お
い
し
い
料
理
を
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
提
供
し
て
、

み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
料
理
に
使
用
し
て
い
る
お
米
は
、
常
連
客
の
農
家
さ
ん
か
ら

直
接
購
入
し
て
い
る
一
等
米
の
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」。
炊
き
あ
が

り
の
ツ
ヤ
と
香
り
が
と
て
も
よ
く
、
洋
食
の
ソ
ー
ス
や
揚
げ
物

に
も
よ
く
合
い
ま
す
。「
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
は
ご
飯
も
の
で

す
。
特
に
カ
レ
ー
と
の
相
性
が
い
い
で
す
」
と
紹
介
し
て
く
れ

ま
し
た
。

生まれ育った飯舘でつくる甘いトマトが好評生まれ育った飯舘でつくる甘いトマトが好評リーズナブルにおいしい洋食を味わえるレストランリーズナブルにおいしい洋食を味わえるレストラン

海の風にあたりながらブルーベリーの収穫はいかが海の風にあたりながらブルーベリーの収穫はいかが国際大会で金賞を受賞。努力を続けさらなる高みへ国際大会で金賞を受賞。努力を続けさらなる高みへ

「6月中旬から始まるトマトの収穫が楽しみです」と微笑む高野さん。
飼っているウズラは100羽ほど。さまざまな野菜を育てています。

フランス料理店やステーキハウス、日本料理店での修行を経て、現在の洋食店
を開業した鈴木さんご夫妻。誰もが満足できるようにと考案した自信作「満足
カレー」は、エビフライにハンバーグ、唐揚げがのった人気の一品。

「青空の下でブルーベリー狩りを楽しんでいた
だきたい」と渡邊農園長。収穫最盛期のブルー
ベリーは大粒で甘いのが特長。カフェで提供し
ているオリジナルスイーツとピザも大人気です。

「ぜひ食べてみてください」と神田さん。
おすすめの塩おむすびで米本来のおいし
さを味わってみてはいかがでしょうか。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
元
気
通
信

高
たか
野
の
 笑
えみ
子
こ
さんレストラン ボン・マルシェ　鈴

すず
木
き
 忠
ちゅう
二
じ
さん・文

ふみ
子
こ
さん

会津猪苗代カンダファーム　神
かん
田
だ
 忍
しのぶ
さん ブルーベリーファームいわき　渡

わた
邊
なべ
 充
みつ
彦
ひこ
さん

飯舘村玉川村

いわき市猪苗代町

　

い
わ
き
市
の
新
舞
子
海
岸
近
く
に
あ
る
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

フ
ァ
ー
ム
い
わ
き
」
で
は
、
30
㌃
の
農
園
内
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

16
品
種
を
１
２
０
０
本
ほ
ど
溶
液
ポ
ッ
ト
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
ポ
ッ
ト
栽
培
に
は
栄
養
豊
富
な
作
物
を
育
て
ら
れ
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
５
０
０
円
玉
ほ
ど
の
大
き
さ
に
な
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。

　
直
売
所
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
、
カ
フ
ェ
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、

苗
木
の
購
入
や
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ
の
ほ
か
フ
ル
ー
ツ
ピ

ザ
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
開
園
期
間
は
6
月
か
ら
8
月
ま
で
。
農
園
長
の
渡
邊
さ
ん
は

「
爽
や
か
な
海
風
を
感
じ
な
が
ら
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
を
楽
し

ん
で
ほ
し
い
で
す
」
と
微
笑
み
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
お
す
す
め
の
食
べ
方
は
、
塩
お
む
す
び
で
す
」
と
話

す
の
は
、
会
津
猪
苗
代
カ
ン
ダ
フ
ァ
ー
ム
の
神
田
忍
さ
ん
。

２
０
２
４
年
と
２
５
年
に
、
栽
培
す
る
「
ゆ
う
だ
い
21
」
が

「
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
」
で
2
年
連
続

の
金
賞
を
受
賞
。
第
11
回
ギ
ネ
ス
認
定
「
世
界
最
高
米
」
原
料

米
に
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
米
は
町
内
の
道
の
駅
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販

売
し
て
い
ま
す
。
購
入
者
か
ら
は
「
粒
が
大
き
く
ツ
ヤ
が
あ
り
、

時
間
が
経
っ
て
も
、
も
ち
も
ち
し
て
と
て
も
お
い
し
い
」
と
評

判
で
す
。

　
「
今
年
も
日
本
一
お
い
し
い
米
の
栽
培
に
取
り
組
み
、
3
年
連

続
の
受
賞
を
目
指
し
た
い
で
す
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
元
気
通
信

県
内
各
地
で
生
き
生
き
と
頑
張
っ
て
い
る
農
家
の
皆
さ
ん
の
活
動
や

地
域
の
身
近
な
話
題
な
ど
を
各
支
所
か
ら
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

レストラン ボン・マルシェ／玉川村竜崎原作田 371-1
TEL 0247-57-3995

お問い合わせ

相馬
出張所

県南
支所

いわき
出張所

会津
支所
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熱
中
症
は
、
高
温
多
湿
な
環
境

に
長
時
間
い
る
こ
と
で
、
体
内
の

水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

体
温
調
節
が
上
手
く
で
き
な
く
な

る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。
体
に
熱

が
こ
も
り
、
め
ま
い
や
頭
痛
、
吐

き
気
な
ど
の
症
状
を
引
き
起
こ
し
、

重
症
化
す
る
と
救
急
搬
送
や
命
に

関
わ
る
危
険
も
あ
り
ま
す
。

熱
中
症
と
は
？

夏
の
農
作
業
は
、
知
ら
な
い
う
ち

に
体
の
水
分
や
塩
分
が
失
わ
れ
、

熱
中
症
の
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。

暑
さ
に
負
け
ず
元
気
に
働
く
た
め

に
、
正
し
い
水
分
補
給
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

暑
さ
に
負
け
な
い
体
づ
く
り

〜
夏
の
畑
で
倒
れ
な
い
！
正
し
い
熱
中
症
対
策
〜

HIKARI
 N

O
S
A
I
 
F

U
KU
SHIM

A
忙しい日々 に…

仕事や家庭、プライベートまで忙しい
日々をお過ごしの方も多いのではない
でしょうか。そんな毎日に「ちょっと一息」
できる情報をお届けします。

い
つ
の
間
に
か

す
ご
い
気
温･･･

今
回
は

その症状、熱中症のサインかも？

こんな日は熱中症に注意！ こんな方は

＜熱中症の症状に基づいた重症度＞

　　県内の熱中症搬送者の約 6 割は高齢者となっています。
　　また、県内の熱中症発生場所の約半数は室内です。

暑さを避ける
⃝暑い時間帯を避ける、屋外で過ごす時間

を短くする、直射日光が当たる場所や風
通しの悪い場所を避けましょう。

⃝暑さのこもりにくい服装、風通しの良い服装、汗を逃がしやす
い服装などを選びましょう。体に密着せず、ゆったりとした服
装や、吸汗性、速乾性に優れた素材の服装、白色など明るい
色の服装も有効です。

体を冷やす
⃝濡らしたタオルや冷やした

タオル、ネッククーラーな
どを活用しましょう。手足
や首、脇の下、太腿の付け
根を冷やすと効果的です。

こまめに水分・塩分補給を行う
⃝のどが渇かなくても、こまめに水分をとるようにしましょう。

⃝汗と一緒に塩分も失われます。塩あめやスポーツドリンクなど
で塩分も補給しましょう。 ※『熱中症診療ガイドライン 2024』を参考に作成出典：『熱中症予防対策について』 福島県 健康づくり推進課

1 度

2度

3度

4度

めまい、立ちくらみ、生あくび、大量の発汗、
筋肉痛、筋肉の硬直（こむらがえり）など

頭痛、嘔吐、倦怠感、集中力や判断力の低下 など

意識障害、けいれん発作、肝・腎機能障害 など

深部体温 40.0℃以上で意思疎通ができない

気温が高い 

風が弱い

湿度が高い

急に暑くなった日

高齢者・幼児

肥満の方

持病のある方

体調の悪い方

見守り・声かけをしましょう
⃝見守りや声かけを行い、異変がないか気づけるように

しましょう。

特に注意！特に注意！

熱 中 症 予 防 の ポ イ ン ト
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●作付面積が変更になった場合

●作付しなかった場合

●作付耕地が追加となった場合

●地名地番に間違いがあった場合

●作付品種に変更があった場合

加入申込内容に変更がある場合は最寄りのNOSAIまで必ずご連絡ください。

⃝納入期限が土日・祝日にあたる場合は、 翌営業日までとなります。

⃝加入申し込みをされた方でも、納入期限を過ぎると共済関係は解除となり、補償できなくなります。

７
月
31
日
ま
で

７
月
21
日
ま
で

８
月
31
日
ま
で

ご連絡お待
ち

しています

水 稲大 豆そ ば

青色申告相談会のご案内 税理士による個別税務相談を行います。

令和8年6月16日（火）～7月31日(金)
令和8年8月末まで（平日９時から１６時まで）
ＮＯＳＡＩ福島 各支所 ・ 出張所

｜受付期間｜

｜相談期間｜

｜相談会場｜

受付期間内にご連絡ください。希望日時を伺い、相談にあたる税理士と調整をいたします。

※お問い合わせは、最寄りのＮＯＳＡＩまでご連絡ください。

無料
相談

収
入
保
険

営
農
計
画
の
変
更

事
故
発
生
通
知

　
作
付
面
積
や
作
物
を
変
更
す
る
場
合

作
物
ご
と
に
、

少
し
で
も

販
売
金
額
が

減
少
す
る
被
害
が

発
生
し
た
場
合

連
絡
が
な
い
場
合
は
保
険
金
等
が
減
額

さ
れ
ま
す
（
作
付
や
事
故
の
内
容
が
確

認
で
き
な
く
な
る
た
め
）
。

※
従
来
か
ら
あ
る
内
容
と
な
り
ま
す
が
、

令
和
7
年
契
約
よ
り
厳
格
に
運
用
さ
れ

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

注 

意

　
私
は
収
入
保
険
に
加
入
し
て
す
ぐ
に
、
保
険
金
を
受
け
取
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
加
入
直
後
に
リ
ン
ゴ
が
遅
霜
の
被
害
に
遭
い
、

収
穫
量
が
激
減
し
た
た
め
で
す
。

　
予
想
外
の
出
来
事
で
し
た
が
、
経
営
状
態
を
明
確
に
す
る
た
め

青
色
申
告
を
し
て
い
た
こ
と
が
功
を
奏
し
、
手
厚
い
補
償
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
近
年
、
遅
霜
や
酷
暑
な
ど
気
候
の
影
響
が
年
々
大
き
く
な
り
、

農
作
物
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
収

穫
量
の
減
少
や
そ
れ
に
伴
う
販
売
金
額
の
減
少
に
備
え
る
こ
と
が

で
き
る
収
入
保
険
は
あ
り
が
た
い
存
在
で
す
。

　
若
い
農
家
の
方
に
は
、
営
農
規
模
に
関
わ
ら
ず
青
色
申
告
を
し

て
、
収
入
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
で
す
ね
。

白
河
出
張
所

塙
町

加
入
直
後
に
保
険
金
を
受
け
取
れ
た

収
入
保
険
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い

金か
な

澤ざ
わ 

太た

郎ろ
う

さ
ん

⃝水稲 100㌃
⃝リンゴ 8㌃

農作物・畑作物共済掛金
納入期限のお知らせ

収入保険
加入者の声
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乗用トラクター
（ロータリー含）
43％

アタッチメント
9％

コンバイン
37％

乗用田植機
3％

草刈機
2％

その他
6％

トラクター使用時の
事故が全体の51％

合計
1,933件

ガラスの
破損が全体の
２６％

合計
994件

ドア
ガラス
13％ リア

ガラス
13％
接触による
変形
16％

ロータリー
15％代かきハロー

5％

モア
6％畦塗機

4％

横転・墜落
2％

自然災害
3.0％

その他
23％

農
機
具
共
済

死亡廃⽤共済（令和８年７⽉１⽇から適⽤）

疾病傷害共済（令和９年１⽉１⽇から適⽤）

7日

240日

240日

母牛に授精した胎児
補償対象

母牛に移植した胎児
補償対象

発 

情
受
精
卵

移
植

人
工
授
精

授精後240日に達した日
（責任開始日）

移植後240日に達した日
（責任開始日）

分娩後40⽇を超えてから
妊娠、譲渡または⽤途変更するまでの診療費が保険適⽤となります。

分娩後４０⽇を超えてから
分娩後２４０⽇までの診療費が保険適⽤となります。

7日

240日

233日

母牛に授精した胎児
補償対象

母牛に移植した胎児
補償対象

発 

情
受
精
卵

移
植

人
工
授
精

授精後240日に達した日
（責任開始日）

移植後233日に達した日
（責任開始日）

減
ら
そ
う
‼ 

ト
ラ
ク
タ
ー
事
故

家
畜
共
済
加
⼊
者
の
み
な
さ
ま
へ

受精卵移植された⽜の胎児について、その⺟⽜に対する受精卵
移植の⽇から起算して233⽇以上より補償の対象となります。

「繁殖障害の治療対象期間に制限」が設けられます。

※分娩後240⽇を超えた繁殖障害の治療については、保険適⽤外となり
　事故外診療として請求（個人負担）します。
※最寄りの家畜診療センターへお問合せください。

　
今
年
も
本
格
的
な
農
作
業
シ
ー
ズ

ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。
農
機
具
を
使

用
す
れ
ば
効
率
が
上
が
る
反
面
、
事

故
の
リ
ス
ク
と
隣
り
合
わ
せ
で
す
。

事
故
が
多
い
機
種
と
事
故
状
況
を
確

認
し
て
、
安
全
な
農
作
業
へ
の
意
識

を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

変更前（令和８年６⽉３０⽇まで）

変更前（令和８年１２⽉３１⽇まで）

変更後（令和９年１⽉１⽇から）

変更後（令和8年７⽉１⽇から）

機種別事故割合

トラクター使用時の事故状況

共
済
事
故
が
最
も
多
い

農
機
具
は
ト
ラ
ク
タ
ー

　
農
機
具
共
済
で
令
和
7
年
度
最
も
事

故
が
多
か
っ
た
機
種
は
、ト
ラ
ク
タ
ー
で

８
３
１
件
。
こ
れ
は
事
故
全
体
の
43
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
タ
ッ
チ

メ
ン
ト
の
事
故
は
１
６
３
件
と
な
っ
て

お
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
と
合
わ
せ
る
と
全

体
の
約
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
ト
ラ
ク
タ
ー
使
用
時
の
事
故
状
況
に

目
を
向
け
る
と
、
ド
ア
ガ
ラ
ス
、
リ
ア

ガ
ラ
ス
の
破
損
が
２
５
８
件
で
全
体
の

26
％
と
最
も
多
く
、電
柱
や
立
木
な
ど
に

接
触
し
カ
バ
ー
な
ど
が
変
形
・
破
損
し

た
事
故
も
１
５
９
件
で
、
全
体
の
16
％

と
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
事
前
に
危
険

な
箇
所
が
な
い
か
確
認
し
、
障
害
物
を

取
り
除
く
な
ど
作
業
環
境
を
整
え
、
作

業
中
も
周
囲
の
安
全
に
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
横
転
・
墜
落

の
事
故
は
全
体
の
2
％
で
す
が
、
件
数

で
は
17
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
有
無
に
よ
り
、
事

故
の
際
の
死
傷
状
況
が
大
き
く
異
な
り

ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
着
用
し
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
装
着
に
も
努
め
ま
し
ょ

う
。
さ
ら
に
、
道
路
を
走
行
す
る
場
合

に
は
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
の
連
結
を
確
認

す
る
な
ど
、
基
本
的
な
安
全
操
作
や
道

路
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
運
転
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

共
済
事
故
が
発
生
し
た
時
は

　
農
機
具
共
済
で
は
、
事
故
現
場
・
破

損
個
所
・
部
品
の
確
認(

写
真
撮
影)

が

必
要
で
す
。
確
認
が
済
む
ま
で
は
破
損

部
品
な
ど
は
廃
棄
せ
ず
、
速
や
か
に
最

寄
り
の
支
所
・
出
張
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
買
替
、
廃
棄
、
譲
渡
や
格
納

場
所
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
も
ご
連
絡

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

家
畜
共
済

※人工授精した日または受精卵移植
　した日を１として起算します。

※分娩した日を１として起算します。
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県北
エリア

わがまち
自慢!

県北エリア Kenpoku area

県北支所

岡部 直樹さん

　

蛇
の
鼻
と
い
う
地
名
の
由
来
は
、
平
安
後
期
に
起

こ
っ
た
大
乱
「
前
九
年
の
役
」
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

源
義
家
が
放
っ
た
矢
が
花
の
よ
う
に
見
え
た
こ
と
か

ら
「
矢
ノ
花
」
と
呼
ば
れ
、
や
が
て
大
名
倉
山
の
大

蛇
伝
説
と
盆
地
に
落
ち
込
む
場
所
を
「
鼻
」
と
呼
ぶ

こ
と
が
重
な
り
、
現
在
の
地
名
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
歴
史
を
持
つ
庭
園
の
魅
力
は
、
四
季
の
彩
り
。

春
に
は
本
宮
市
指
定
天
然
記
念
物
の
樹
齢
４
０
０
年

を
超
え
る
大
フ
ジ
棚
が
紫
や
白
に
染
ま
り
、
園
内
の

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
華
や
か
に
し
ま
す
。
さ
ら
に

桜
、
ス
イ
レ
ン
、
紅
葉
と
季
節
ご
と
に
表
情
を
変
え
、

来
る
た
び
に
異
な
る
風
景
に
出
会
え
ま
す
。
園
内
に

は
売
店
や
ベ
ン
チ
な
ど
も
あ
り
、
家

族
連
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
一
人
で
も

ゆ
っ
た
り
自
然
を
感
じ
な
が
ら
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

東
北
自
動
車
道
・
安
達
太
良
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア(

下
り
線)

に
あ
る
「
お
食
事
処 

あ
だ
た
ら

亭
」
は
、
旅
の
途
中
で
福
島
の
味
を
楽
し
め
る

レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。
看
板
メ
ニ
ュ
ー
の
「
伊
達

鶏
五
目
わ
っ
ぱ
そ
ば
セ
ッ
ト
」
は
昔
か
ら
あ
る

人
気
№
１
メ
ニ
ュ
ー
。
県
産
の
食
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
わ
っ
ぱ
め
し
に
、
い
か
人
参
や
こ

づ
ゆ
を
添
え
た
〝
福
島
づ
く
し
〟
の
一
品
で
す
。

会
津
産
そ
ば
粉
と
北
海
道
産
そ
ば
粉
を
ブ
レ
ン

ド
し
た
生
そ
ば
は
、
大
好
評
で
リ
ピ
ー
タ
ー
も

い
る
ほ
ど
。
広
々
と
し
た
店
内
か
ら
は
安
達
太

良
山
の
雄
大
な
景
色
も
望
め
、
ド
ラ
イ
ブ
の
疲

れ
を
癒
や
し
て
く
れ
ま
す
。
売
店
に
は
地
元
食

材
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
や
グ
ッ
ズ
な
ど

も
並
び
、
福
島
の
魅
力
を
体
感
で
き
る
ス
ポ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■所 本宮市本宮平井228
■営 ＜4〜11月＞平日 11:00〜15:00／17:00〜20:00
　　　　　　　休日 11:00〜15:30／17:00〜20:30
　＜12〜3月＞11:00〜15:00
　※全てラストオーダーは30分前
■休 なし

焼きたてのパンが並ぶベーカリーも

売店と
フードコートは

24時間営業

1904年築の蛇の鼻御殿は登録有形
文化財として登録。精緻な彫刻や襖
絵を見ることができます。

今春から総務課として広報などを担当し
ています。まだ不慣れですが、しっかり
PRできるよう頑張ります！

■所 本宮市本宮字蛇ノ鼻38

NOSAI・INFORMATION

NOSAIからのお知らせ

問題

ヒント

冠婚葬祭などで食べられ、野菜が
たくさん入った二本松の郷土料理は？

○く○く

四
季
を
通
し
て
咲
き
誇
る
花
々
を

鑑
賞
で
き
る
歴
史
あ
る
庭
園

　
福
島
づ
く
し
の
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ
か

　
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
が
楽
し
め
る
！

今
回
の

わ
が
ま
ち

自
慢
は
こ
れ
！

※当選者の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。
※この応募で取得した個人情報は、プレゼントの抽選・発送以外の目的には
　使用いたしません。

はがきに以下の項目をご記入のうえ、
「NOSAI福島 広報紙プレゼント係」までご応募ください。
おもて　住所 ： 〒960-8031　福島県福島市栄町6番6号 福島セントランドビル6F
　　　　宛先 ： 「NOSAI福島 広報紙プレゼント係」
う　ら　①問題の答え　②郵便番号　③住所　④氏名　⑤年齢　⑥電話番号
　　　　⑦広報紙に関するご意見、ご感想　

令和8年7月17日(金)必着

応募方法

応募先

応募締切

注意事項

※被害が確認できない場合、共済金等が支払えない場合があります

ご
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ 

必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い

農
機
具
共
済

園
芸
施
設
共
済

家
畜
共
済

収
入
保
険

営
農
計
画
を
変
更
し
た
と
き

収
入
減
少
要
因
が
発
生
し
た
と
き

建
物
共
済

事
故
が
発
生
し
た
と
き

被
害
を
受
け
た
と
き

死
亡 

・ 

出
生
、売
買
し
た
と
き

集
金
業
務
を
廃
止
し
ま
し
た

　
当
組
合
で
は
令
和
８
年
４
月
１
日
以
降
、
職
員
に
よ
る
掛
金
等
の

集
金
業
務
を
廃
止
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
口
座
振
替
の
利
用
に
つ
い

て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

重要

radikoアプリ（無料）でも過去7日間の放送が聴けます

第１土曜日
第２水曜日
第４土曜日

朝５時15分

朝６時15分第４日曜日

みんな聞いてね！

NOSAI のラジオ放送（ラジオ福島）

好評放送中『農家のみなさんへ』

月４回タイムリーな
話題をお届けします

花
と
歴
史
の
郷 

蛇じ
ゃ

の
鼻は

な

お
食
事
処 

あ
だ
た
ら
亭

応募はハガキで！

季節によって風味の異なる
はちみつをお試しできるセット

観光スポット

グルメスポット

伊達鶏をはじめ、福島のおいしいが詰まった一品！

「国産 季節のはちみつセット」プレゼント！
正解者の中から抽選で 5 名様に

14　ひかりNOSAIふくしま 48号 ひかりNOSAIふくしま 48号　13



　

以
前
食
べ
た
土
耕
栽
培
の
イ
チ
ゴ
に
感
動
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
「
私
も
こ
ん
な
イ
チ
ゴ
を
作
っ
て
み
た
い
！
」
と
思
い
、

２
０
２
４
年
の
秋
か
ら
イ
チ
ゴ
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

　

分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
が
、
食

べ
た
お
客
さ
ま
か
ら
「
お
い
し
い
」
「
ま
た
買
い
に
来
る
ね
」

と
言
っ
て
も
ら
え
る
と
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
地
下
水
を
利
用
し
た
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
イ
チ
ゴ
の
根
域
を
冷
却
す
る
栽
培
方
法
の
実
証
実
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。
重
油
を
使
わ
ず
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

で
で
き
た
イ
チ
ゴ
を
栽
培
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
「
夏
イ
チ
ゴ
」
を
売
り
出
し
て
い
け

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

や
す
だ
農
園　
安や
す

田だ 

さ
ゆ
り
さ
ん（
郡
山
市
）

【
イ
チ
ゴ 

10
㌃(

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
3
連
棟 

1
棟
、単
棟 

1
棟)

】

二
本
松
市
の
川
口
美
奈
子
さ
ん
は
、
10
年
目
の
キ
ュ

ウ
リ
農
家
。
以
前
は
異
業
種
で
し
た
が
、〝
農
業
を
や
り

た
い
〟
と
思
っ
て
い
た
時
に
地
主
さ
ん
と
出
会
い
、
就

農
。
周
り
の
農
家
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
45

ト
ン
以
上
出
荷
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

大
切
に
し
て
い
る
の
は
、水
や
湿
度
の
管
理
。「
こ
ま

め
に
行
う
こ
と
で
、
収
量
が
上
が
り
売
り
上
げ
が
伸
び

て
い
ま
す
。
う
ち
の
キ
ュ
ウ
リ
し
か
食
べ
な
い
方
も
い

る
ん
で
す
」
と
川
口
さ
ん
。

将
来
は
、
周
り
の
方
に
支
え
ら
れ
た
恩
返
し
と
し
て
、

新
規
の
女
性
就
農
者
の
受
け
入
れ
も
考
え
て
い
る
の
だ

と
か
。
川
口
さ
ん
の
目
は
キ
ュ
ウ
リ
だ
け
で
な
く
、
福

島
の
〝
農
業
女
子
〟
の
未
来
も
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

異
業
種
か
ら
挑
戦
！

周
り
の
方
に
支
え
ら
れ
た
恩
返
し
を

今
度
は
自
分
が
し
て
い
き
た
い

お問い合わせ・ご相談・手続きは最寄りの各支所・出張所までお気軽にご連絡ください。

県北支所／ＴＥＬ ０２４３-２３-７７７７
〒９６４-０８０６ 二本松市羽石２２１-１

福島出張所／ＴＥＬ ０２４-５４４-２７１１
〒９６０-８１５２ 福島市鳥谷野扇田５５-1

伊達連絡所／ＴＥＬ ０２４-５７２-５７３３
〒９６０-０６３４ 伊達市保原町大泉大地内１０４

相馬出張所／ＴＥＬ ０２４４-２３-６２３６
〒９７５-００３８ 南相馬市原町区日の出町５０７

県南支所／ＴＥＬ ０２４７-３７-１００３
〒９６３-６３１１ 石川郡玉川村大字岩法寺字湯神前11-1

白河出張所／ＴＥＬ ０２４８-２７-１１２１
〒９６１-０９１２ 白河市旭町１-２４０

中央支所／ＴＥＬ ０２４-９３３-３３０７
〒９６３-８０２５ 郡山市桑野二丁目1-15

田村出張所／ＴＥＬ ０２４７-８２-０２４９
〒９６３-４３１２ 田村市船引町船引字和尚壇７７

双葉出張所／ＴＥＬ ０２４０-２２-４１１１
〒９７９-１１３２ 双葉郡富岡町大字下郡山字真壁３２６

いわき出張所／ＴＥＬ ０２４６-２４-１１６６
〒９７０-８０２６ いわき市平字五町目１８-５

会津支所／ＴＥＬ ０２４１-２８-１１１１
〒９６９-３５４５ 河沼郡湯川村大字桜町字森台77

輝く☀
農業女子
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今回の
表紙

お
客
さ
ま
の
声
を
励
み
に

「
夏
イ
チ
ゴ
」
を
売
り
出
し
た
い


